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く講演要旨〉
旧約聖書と信仰
ーギルガメッシュ叙事詩とノアの箱舟-
本講演の目的は、旧約聖書の創世記に記
載されている「ノアの箱舟」の物語を古代
オリエントのj共*牧riI吾で、ある「ギルガメソ
シュ叙事詩J Iアトラ・ハシース物語J Iシ
ュメールの洪水物語」との比較において読
解しようと試みるものである。 I 本稿にお
いては紙幅の関係上、講演自体を逐語的に
収載するのではなく、その内容を簡潔に要
約して提示することにした。
ノアの箱舟の記事情IJ6:9-9:17)に関し、
D. S. DeWittは、意IJ世記の記事が粘土板の
模形文字文書に由来すると想定し、 10の部
分に分割している。そして「ノアの箱一舟」
には三つもしくは四つの粘土板を仮定し、
特に、 6章laimを表題、 6章1-8節を歴史設
定、 6章9-12節を奥付 (colophon)、9章18
節を要約奥村 (summarycolophon) と見
なした。2) この仮説は、ノアの洪水物語の
起源を創世記編集時期以前の逢か昔に設定
する。倉Ij世記の記事の起源の古さに関して
は、倉IJ世記5章の系図とシュメールの王名
表を対比させたJ.Waltonの研究などから
も暗示される。3)
一方、様式批評は、重複記事に注目し並
行資料(J， P)を想定する分析を行った。引
さらに、この資料説によって解決し得なか
った年代など数字の問題をN.Lemcheは、
太陽暦の換算方法である月30日の考え方を
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用いPがJを統合させたと推論した05) 即
ち、 RJI'が最終的編集を行ったとの推論で
ある。
他方、 G.J. Wenhamは、共時的視点よ
り構造分析を行い、ノアの箱舟の記事の統
一性を提案した。6) また、 19世紀の中葉に
G. Smithらは、ア yシリア王アシュルパニ
パルの図書館跡を発掘し、いわゆるギルyゲ
メ yシュ叙事詩の第11番目粘土板「ウトナ
ピシュティムの洪水物語」を発見した。T)
主人公ギルカ、メ yシュのモデルはウルクに
実在した王であり、この物語は、単なる神
話ではなく歴史伝説 (historicallegend)と
見なれさている。削
さらに古い神話の不死や永遠の命という
主題がギルガメッシュ叙事詩に織り込まれ
たとT.Jacobsenは仮定し、 G.Smithはギ
ルガメッシュ叙事詩がノアの箱舟の物語に
影響を与えたと推論した。9) しかし、 A
Heidel(まさらに詳細な比較検討を加え、ギ
ルガメッシュ叙事詩とノアの箱舟の物語が
共通する資料層に基づいたものと推論して
いる。 10) 彼は、ノアの箱舟の物語がギルカ
メッシュ叙事詩に従属しないと分析したの
である。しかし、ここで新たな疑問、では
ノアの箱舟の物語の独自性は何かとの疑問
が生じる。
この疑問を解決するために各洪水物語の
比較検討を試みる。 11 例えば、物語を下表
の如くに九つの場面に分割し、その内容を
比較検討する。描写や表現に関し独自性が
認められるか、共通性を見出せるかについ
て吟味する。もし、ノアの箱舟の物語に独
自の要素が見出されるならば、それを手が
かリにしてその執筆意図を解明し得るので
はないか。もしくは、ノアの箱舟の物語の
収載意図を推察し得るのではないかと考え
る。
場面 J P I Gilgamesh Atra-Hasis Sumer 
。 。 人間の騒音
一一一一一一一
神の (> 。 従順
ーーーーー--
決定 ロ 口 口 口
一一ーーーーー
ム ム
箱舟 "* "* セ "* 乗船 • • • • 戸締 • • • • ーーーーーーー洪水 • • • • 恐れ 企 . 
山頂 肯 肯 肯 肯
犠牲 rs rs rs rs rs 
会議 • • 祝福 • • 0・‘ 。ーーーーーーー。
。…人間の罪()…主人公の義
口 箱舟作製の命令， ム…長老たち
"*・..箱舟作製.…家族や動物などの乗船
・...嵐の到来， ・…洪水で全て死ぬ
A…神 の々恐れ， 合…箱舟だけが助かる
φ 犠牲を俸げる....神々の会議
。 神のようになる， 傘…豊穣の祝福と賛美
。 神からの祝福の契約
表 1 洪水物語の比較
表 lの通り、ノアの箱舟に特徴的な要素
として、神のj共水決定の哩由 (0)や最後
の祝福の契約 (u) が挙げられる。人間の
罪とノアの義の対比は特徴的である。箱舟
の作製の過程、洪水の描写、犠牲を掠げる
場面に関する描写は共通性がある。虹の契
約は実に特徴的である。J'!nち、神に対する
信仰と神よりの祝福がノアの箱舟の物語の
意図を暗示している。この結論は、創造者
なる神と被造物なる人の関係を伝える倉IJ世
記全体の意図に沿うものである。
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